



                      






















































































































































































 2019年 4月の本施行に向けて、2018年 12 月に「リ
カバリーカレッジみまさか体験講座」を開催した。そ
こで、筆者は「リカバリーカレッジとは何か」をテー
マに、精神疾患を経験する当事者とともに講師を務め
た。筆者が英国の現状やリカバリーカレッジについて
講義し、協働で講義を担当する当事者は、自らのリカ
バリーストーリーを語った。しかし、結局、講義は筆
者の主導で進行することになり、形式的なパートナー
シップであることに気づかされた。運営会議において
も、専門家主導になることが多かった。 
とは言え、小さな変化も起きている。参加者たちの
発言が増え、役割・責任意識も芽生えている。本施行
において、再度、ともに講師を務める当事者に「デイ
ケアとの違いがありますか」と尋ねると、「リカバリー
カレッジは、自分を表現するところですね」との答え
が返ってきた。多くの書籍を読み、「何をどう話せば、
参加者に『リカバリーには主体性が大切だ』というこ
とが伝わるか」を模索している姿が見えた。 
英国を視察した際、リカバリーカレッジの統括者で
あるガブリエル・リチャード氏に「コ・プロダクショ
ン(共同創造)の文化を取り入れる際、苦労したことは
ありますか？」と質問したところ、「分かっているとい
う人ほど分かっていない」「分かっているといった人
こそ、体験後に『気づけていなかった』という感想は
多い」との答えが返ってきた。さらに、「専門家は、『助
けてあげる』側の仕事として訓練されている。そこを
『当事者が持っているスキルも有効である』というこ
とを体得し、パートナーシップを築くことで、働き方
が変わる」とも語っていた。 
リカバリーカレッジは、協働やパートナーシップが
支援の関係性に重要であるという「知識」自体は有し
ている専門家が、体験を通して実践場面でいかに振舞
うかを学ぶ場ではないかと考える。専門家は、時に当
事者にとって過度に保護的になり、当事者をパワーレ
スにするとの批判を受けることもあるが、専門家とし
てのバウンダリーが明確になることも期待したい。 
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